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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の固体発光素子の直列回路からなる発光モジュールと、
　スイッチング電源回路からなり、出力端子間に複数の前記発光モジュールが並列に接続
される電源回路と、
　前記電源回路を制御するフィードバック回路と、
　何れか１つの前記発光モジュールに流れる電流を検出する検出部と
を備え、
　前記複数の発光モジュールの各々は、
　　複数個の発光ダイオードの直列回路と、
　　前記直列回路に直列接続されるトランジスタと
を有し、
　前記検出部は、前記複数の発光モジュールの各々が有している複数の前記トランジスタ
とともにカレントミラー回路を構成するトランジスタを有しており、
　前記フィードバック回路は、前記検出部が検出する電流を目標値に一致させるように前
記電源回路を制御する
ことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記出力端子間に接続される複数の前記発光モジュールは、定格電圧及び定格電流が同
一となるように構成されることを特徴とする請求項１記載の照明装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体発光素子を光源とする照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来例として、特許文献１に記載されている照明装置(ＬＥＤ点灯装置)を例示する。特
許文献１記載の従来例は、定電流電源に複数の発光モジュールが互いに並列に接続されて
構成される。
【０００３】
　定電流電源は、発光モジュールの一対の主端子にそれぞれ接続される一対の出力端子と
、各発光モジュールから出力された接続情報が入力される入力端子とを有する。また、定
電流電源は、出力端子間に、出力電流を可変設定可能な、例えば半固定型の可変定電流源
を有している。
【０００４】
　さらに、定電流電源は、マイコンからなる制御部を備える。この制御部は、入力端子か
ら入力される接続情報を認識して、可変定電流源からの出力電流を設定するように構成さ
れる。
【０００５】
　各発光モジュールは、主端子間に、抵抗と、スイッチング素子としてのトランジスタと
、１つ、あるいは複数の光源であるＬＥＤ(発光ダイオード)とが互いに直列に接続され、
且つＬＥＤと主端子との間に接続情報出力用の情報出力抵抗が接続されて構成される。な
お、この情報出力抵抗が、情報出力端子に接続される。
【０００６】
　定電流電源の制御部は、情報出力端子に接続される入力端子の電位に基づいて、並列接
続されている発光モジュールの接続数を認識し、認識した接続数に対応して、可変定電流
源から供給する出力電流を可変させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１１－９２３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１記載の従来例は、並列接続される発光モジュールの個数を認
識して出力電流を可変するために、定電流電源にマイコンからなる制御部を備える必要が
ある。そのため、回路構成が複雑になり、製造コストの上昇を招くという問題があった。
【０００９】
　本発明は、上記課題に鑑みて為されたものであり、発光モジュールの並列接続数に対応
しつつ回路構成の簡素化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の照明装置は、複数の固体発光素子の直列回路からなる発光モジュールと、スイ
ッチング電源回路からなり、出力端子間に複数の前記発光モジュールが並列に接続される
電源回路と、前記電源回路を制御するフィードバック回路と、何れか１つの前記発光モジ
ュールに流れる電流を検出する検出部とを備え、前記複数の発光モジュールの各々は、複
数個の発光ダイオードの直列回路と、前記直列回路に直列接続されるトランジスタとを有
し、前記検出部は、前記複数の発光モジュールの各々が有している複数の前記トランジス
タとともにカレントミラー回路を構成するトランジスタを有しており、前記フィードバッ
ク回路は、前記検出部が検出する電流を目標値に一致させるように前記電源回路を制御す
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ることを特徴とする。
【００１１】
　この照明装置において、前記出力端子間に接続される複数の前記発光モジュールは、定
格電圧及び定格電流が同一となるように構成されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の照明装置は、電源回路に並列接続される発光モジュールの個数が変わっても常
に一定の負荷電流を各発光モジュールに流して安定点灯させることができ、しかも、従来
例よりも簡単な回路構成で実現できる。故に、本発明の照明装置は、発光モジュールの並
列接続数に対応しつつ回路構成の簡素化を図ることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る照明装置の実施形態を示す回路ブロック図である。
【図２】本発明に係る照明装置の別の実施形態を示す回路ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る照明装置の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１５】
　本実施形態の照明装置は、図１に示すように光源ユニット１と電源ユニット２で構成さ
れる。
【００１６】
　光源ユニット１は、複数(図示例では３つ)の発光モジュール１０と、検出部１１とを備
える。各発光モジュール１０は、固体発光素子である複数個(図示例では３個)の発光ダイ
オード１００の直列回路と、ＮＰＮ型のバイポーラトランジスタ１０１とで構成される。
３つの発光ダイオード１００の直列回路は、一端の発光ダイオード１００のアノード同士
が電源ユニット２の高電位側の出力端子２２に並列に接続される。また、各発光ダイオー
ド１００の直列回路は、他端の発光ダイオード１００のカソードがそれぞれバイポーラト
ランジスタ(以下、トランジスタと略す。)１０１のコレクタに接続される。これら３つの
トランジスタ１０１は、それぞれのエミッタが電源ユニット２の低電位側の出力端子２３
と並列に接続される。また、各トランジスタ１０１は、ベースとコレクタが接続されてい
る。
【００１７】
　検出部１１は、ＮＰＮ型のバイポーラトランジスタ１１０で構成される。このバイポー
ラトランジスタ１１０は、エミッタが電源ユニット２の低電位側の出力端子２３に接続さ
れ、コレクタが電源ユニット２の検出端子２４に接続されるように構成される。なお、バ
イポーラトランジスタ１１０のベースは、１つの発光モジュール１０のトランジスタ１０
１のベースに接続される。つまり、各発光モジュール１０のトランジスタ１０１は、検出
部１１のバイポーラトランジスタ１１０とともにカレントミラー回路を構成している。し
たがって、互いに並列に接続されている３つの発光モジュール１０並びに検出部１１には
、同一の負荷電流Ｉｄが流れることになる。
【００１８】
　電源ユニット２は、電源回路２０とフィードバック回路２１を備える。電源回路２０は
、例えば、商用の交流電源(図示せず)から供給される交流電圧・交流電流を直流電圧・直
流電流に変換するＡＣ／ＤＣコンバータ(図示せず)を備える。また、電源回路２０は、Ａ
Ｃ／ＤＣコンバータから出力される直流電圧を所望の直流電圧に降圧し且つ出力電流が調
整可能であるＤＣ／ＤＣコンバータ(図示せず)を備える。なお、ＡＣ／ＤＣコンバータは
、いわゆる昇圧チョッパ回路からなる。また、ＤＣ／ＤＣコンバータは、いわゆる降圧チ
ョッパ回路からなる。そして、ＤＣ／ＤＣコンバータの高電位側の出力端子が電源ユニッ
ト２の出力端子２２に接続され、ＤＣ／ＤＣコンバータの低電位側の出力端子が電源ユニ
ット２の出力端子２３に接続される。
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【００１９】
　電源回路２０は、さらに、ＡＣ／ＤＣコンバータを構成するスイッチング素子と、ＤＣ
／ＤＣコンバータを構成するスイッチング素子とを各別に駆動する駆動回路を備える。こ
のような駆動回路は従来周知であって、例えば、市販されているＬＥＤ照明用のドライバ
ＩＣ(例えば、ルネサスエレクトロニクス株式会社製のＬＥＤ照明用コントロールＩＣな
ど)が用いられる。また、このような駆動回路(ドライバＩＣ)は、通常、フィードバック
端子を備えており、このフィードバック端子に入力される信号(電圧信号)に対応してＤＣ
／ＤＣコンバータの出力を調整するように構成されている。
【００２０】
　フィードバック回路２１は、オペアンプ２１０、帰還抵抗２１１、入力抵抗２１２、目
標値設定部２１３、電流電圧変換回路(抵抗２１４、ＰＮＰ型のバイポーラトランジスタ
２１５、定電圧電源２１６、抵抗２１７)などで構成される。オペアンプ２１０の反転入
力端子は、入力抵抗２１２を介してバイポーラトランジスタ２１５のコレクタに接続され
、且つ帰還抵抗２１１を介してオペアンプ２１０の出力端子と接続される。また、オペア
ンプ２１０の非反転入力端子には、目標値設定部２１３から出力される基準電圧が入力さ
れる。さらに、オペアンプ２１０の出力端子(フィードバック回路２１の出力端子)は、上
述した駆動回路のフィードバック端子に接続される。
【００２１】
　バイポーラトランジスタ２１５は、定電圧電源２１６にエミッタが接続され、コレクタ
が抵抗２１４を介して低電位側の出力端子２３に接続され、ベースが抵抗２１７を介して
検出端子２４に接続されている。
【００２２】
　目標値設定部２１３は、１個の発光モジュール１０に流すべき負荷電流Ｉｄの目標値を
設定するものであって、負荷電流Ｉｄの目標値に対応した基準電圧を生成するように構成
される。なお、このような目標値設定部２１３は、例えば、可変抵抗器を含む分圧回路で
構成され、駆動回路の動作電源電圧を可変抵抗器の抵抗値に応じて分圧することで基準電
圧を生成することが好ましい。
【００２３】
　フィードバック回路２１は、検出端子２４に流れる負荷電流Ｉｄを電流電圧変換回路に
よって電圧(検出電圧)に変換し、当該検出電圧と基準電圧の差分をオペアンプ２１０で増
幅した電圧信号を電源回路２０に出力する。つまり、負荷電流Ｉｄが目標値よりも大きけ
れば、フィードバック回路２１の検出電圧が下降し、負荷電流Ｉｄが目標値よりも小さけ
れば、フィードバック回路２１の検出電圧が上昇する。
【００２４】
　電源回路２０の駆動回路は、フィードバック回路２１の検出電圧が下降すれば、出力電
流を減らすように電源回路２０を駆動し、フィードバック回路２１の検出電圧が上昇すれ
ば、出力電流を増やすように電源回路２０を駆動する。すなわち、電源回路２０は、１個
の発光モジュール１０に流れる負荷電流Ｉｄを目標値に一致させるように定電流制御され
ることになる。
【００２５】
　ここで、電源ユニット２から光源ユニット１に供給される出力電流Ｉｓは、光源ユニッ
ト１を構成する発光モジュール１０の負荷電流Ｉｄの総和となる。故に、並列接続されて
いるＮ個の光源ユニット１には、カレントミラー回路によって等しい負荷電流Ｉｄが流れ
るので、出力電流Ｉｓ＝Ｉｄ×Ｎの関係が成立する(図示例ではＮ＝３)。つまり、電源ユ
ニット２は、出力電流Ｉｓを負荷電流Ｉｄ×Ｎの電流値に一致させるように電源回路２０
が定電流制御されることになる。
【００２６】
　上述のように本実施形態の照明装置は、複数の固体発光素子(発光ダイオード１００)の
直列回路からなる発光モジュール１０を備える。また、本実施形態の照明装置は、出力端
子２２，２３間に複数の発光モジュール１０が並列に接続される電源回路２０と、何れか
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１つの発光モジュール１０に流れる電流(負荷電流Ｉｄ)を検出する検出部１１とを備える
。電源回路２０は、検出部１１の検出結果に対応して出力電流Ｉｓを調整するように構成
される。
【００２７】
　本実施形態の照明装置は上述のように構成されるので、電源回路２０に並列接続される
発光モジュール１０の個数が変わっても常に一定の負荷電流Ｉｄを各発光モジュール１０
に流して安定点灯させることができる。しかも、本実施形態の照明装置は、従来例のよう
なマイコンを利用した制御回路ではなく、オペアンプを用いた簡単な回路構成で実現され
るから、従来例と比較して回路構成の簡素化を図ることができる。
【００２８】
　また、本実施形態の照明装置では、出力端子２２，２３間に接続される複数の発光モジ
ュール１０は、定格電圧及び定格電流が同一となるように構成されても構わない。
【００２９】
　さらに、本実施形態の照明装置では、発光モジュール１０の発光ダイオード１００の個
数を３個としたが、２個あるいは４個以上であっても構わない。すなわち、本実施形態の
照明装置は、負荷電流Ｉｄを目標値に一致させるように電源回路２０が定電流制御される
ので、各光源モジュール１０を構成する発光ダイオード１００の個数に関わらず、各発光
モジュール１０に一定の負荷電流Ｉｄを流して安定点灯できる。
【００３０】
　また、周囲温度の変化に応じて各発光モジュール１０の特性(発光ダイオード１００の
電流・電圧特性)が変化しても、電源ユニット２から各発光モジュール１０に供給される
負荷電流Ｉｄが目標値に定電流制御されるので、光源ユニット１を安定点灯できる。
【００３１】
　なお、図２に示すように、各発光モジュール１０は、トランジスタ１０１の代わりに発
光ダイオード１００の直列回路に抵抗１０２が直列接続されて構成されても構わない。た
だし、各発光ダイオード１００の抵抗１０２は、互いに抵抗値が等しいことが好ましい。
【００３２】
　図２に示す実施形態におけるフィードバック回路２１は、電流電圧変換回路がなく、入
力抵抗２１２が検出端子２４に直接接続される。
【００３３】
　抵抗１０２の抵抗値をＲとすると、発光モジュール１０に負荷電流Ｉｄが流れると抵抗
１０２の両端にＩｄ×Ｒの電圧降下Ｖｄが生じる。この電圧降下Ｖｄが検出電圧としてフ
ィードバック回路２１に入力される。故に、電源回路２０は、１個の発光モジュール１０
に流れる負荷電流Ｉｄを目標値に一致させるように定電流制御される。すなわち、電源ユ
ニット２から各発光モジュール１０に供給される負荷電流Ｉｄが目標値に定電流制御され
るので、光源ユニット１を安定点灯できる。また、各発光モジュール１０が発光ダイオー
ド１００の直列回路と抵抗１０２で構成されるので、バイポーラトランジスタ１１０を備
える場合よりも回路構成の簡素化を図ることができる。
【符号の説明】
【００３４】
　１　光源ユニット
　２　電源ユニット
　１０　光源モジュール
　１１　検出部
　２２，２３　出力端子
　１００　発光ダイオード(固体発光素子)
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